
令和２年度八幡自治振興区事業計画

1.  地域福祉推進

　①  デイホーム事業の継続、充実　　

　②  フィットネス事業の継続、充実

　③  防災事業の推進

2.  地域活性化推進 
　①    地域の賑わい作りと交流深める定例の事業継続
　　〇　桜祭り（中止にしました）
　　〇　飯山登山
　　〇　運動会（６月７日の予定を延期します）
　　〇　盆まつり
　　〇　収穫祭

　②    特産品検討

（重点課題等）

昨年の運動会の様子



令和２年度八幡自治振興区事業計画

担当部門

実施組織 事業内容 目標

１．地域福祉推進 福祉部会活動 　 年４回

デイホーム事業 運営委員会 ２ケ所で月１回実施+冬場３カ月各2回実施八幡デイホー
ム運営委員会で事業推進

年３０回

市民タクシー事業 事務局 地域生活バス廃止に伴う事業 週2回

２、防災事業推進 防災部会活動 防災部 森三草支部・菅受原支部防災研修会（避難訓練） 年５回

３．地域活性化事業 地域活性部会活動 地域活性部 地域資源を活用した事業探索 年４回

特産品検討 地域活性部 こんにゃく栽培他 年４回

収穫祭 実行委員会 事業充実（地域産物販売等） 11月8日

観光客受入事業 地域活性部　　　　　保
存会　　　　　　　　役
員会

飯山登山（１回） 年1回

４．定住促進情報発信 地域の取材と情報発信 事務局 ホームページの再構築及び更新　　　　　　　　　情報
発信

通年

５．地域交流推進 八幡地域盆まつり大会 役員会・実行委員会 地域交流と盆踊り等地域文化保存 8月14日

中止！
６．女性活性化推進 女性部会活動 女性部 花壇整備、研修会、振興区事業参加等女性活性化活動 年7回

７．支部事業推進 環境衛生事業 支部　　　　　　事
務局

クリーン作戦、粗大ゴミ収集、保険契約 ク　7月
粗　11月

除雪事業 支部　　　　　　事
務局

除雪機保険契約 11月末契約

敬老記念事業 支部 支部単位で75歳以上対象に敬老記念事業実施 7支部実施

支部独自事業実施 支部 支部内交流事業、施設管理等　　　　　　 通年

８．社会学習推進 成人講座 成人講座 地域、健康、文化等をｷｰﾜｰﾄﾞに講座自主運営 年6回

女性大学 女性大学 女性、趣味、文化等をｷｰﾜｰﾄﾞに講座自主運営 年11回

男の料理教室 男の料理教室 料理を通して男性の交流の場とする。自主運営 年6回

視察研修 役員会・事務局 生涯学習の一環としての視察研修を実施 年２回

９．青少年育成推進 学校等対象補助事業 小学校・保育所
事務局

小学校体験学習、社会見学、保育所体験活動、　小学校
閉校記念事業

年７回

わくわく教室 役員会・事務局 田植え・稲刈り体験　 年2回

放課後こども教室 スタッフ・事務局 八幡小学校空き教室を使用して運営 1年間

地域未来塾 やわた創生プロジェクト　　事
務局

いいやま子ども塾支援 年50回

１０．文化活動の推進 各種文化活動サークル活動 各サークル主体 生花、木工品、盆踊り愛好会、ほたるの会 ー

１１．健康作り推進 八幡地区春季大運動会 体協八幡地区　　　実
行委員会

八幡地区春季大運動会 ー

中止！
健康寿命向上セミナー 社協　事務局 運動、栄養、認知症に関する啓発事業 3回

東城地区振興区主催事業 事務局 グランドゴルフ大会共催 １0月初旬

体協八幡地区活動後援 体協八幡地区
事務局

体協八幡地区活動資金補助　グランドゴルフ大会補助

各種健康作りサークル活動 各サークル主体 ３B体操、グランドゴルフ同好会、城山GGC        テニ
ス

ー

１２．組織体質強化 ＮＰＯ法人支援 やわた創生プロジェクト 保育所・小学校の魅力化の支援 通年

八幡自治振報発行 事務局 月２回発行 年2４回

ホームページ維持管理 事務局 振興区、振興区事業、八幡観光等発信、フェイスブック
投稿

月２回以上
更新

役員会開催 事務局 役員会で審議が必要と判断される事項について協議 月１回

役員・委員・職員研修 会長、事務局他 公民館大会、市研修会、連合協議会視察等 3人

事務局費 事務局 事務用消耗品 　車両関係費等 ー

13．施設美化と管理
推進

自治振興センター清掃活動、 事務局　　　　各団
体

施設美化活動（5月、７月） 年２回

消防訓練・水質検査実施 事務局 消防訓練実施（６、12月）、水質検査実施（６月）、消
防設備点検（１２月）

訓練２回
水質１回

14．行政及び各種団体
との協調連携

行政・各種団体との協調連携 会長、事務局他 東城地区振興区連絡協議会、環境衛生協議会等参加 ー

重点目標

デイホーム送迎実施 　                                     フィッ
トネスセンター事業の充実                                 災害
時の支えあいの仕組み作り


